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• 量子計算機に Shor の量子アルゴリズムを用いて、現在使われている
RSA などの暗号技術を短時間に攻撃できて安全性においても非常に脅
威になります。そのため、量子計算機に耐性を持つ次世代暗号技術、特
に、有力候補である格子暗号方式と格子デジタル署名の研究開発を行っ
ております。

• また、格子暗号を実用化するためにシミュレーターを構築し、安全か
つ効率的なパラメータの評価に取り組んでおります。

• さらに、格子アルゴリズムを開発改良し、格子暗号の安全性根拠とな
る SVP など数学的困難問題において、解読の世界解読記録を更新して
おります。

耐量子計算機暗号、格子暗号、デジタル署名、安全性評価

応用分野 情報セキュリティ、プライバシ保護、暗号分野
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